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“分子標的ケモジェネティクス
～次世代細胞操作および新たな創薬の可能性～”

神経科学研究に不可欠な細胞操作技術として、オプトジェネティク
スやケモジェネティクスが知られる。中でもケモジェネティクスは、
非侵襲的に標的細胞を活性制御できるin vivo制御法として、広く認知
されている。しかし、細胞に内在する受容体の機能制御には応用でき
ない。そこで、我々は細胞種選択的に標的受容体を制御することを目
指した「分子標的ケモジェネティクス」と名付けた新たなケモジェネ
ティクス手法の開発を進めている。
本発表では、我々のこれまでの成果および現在進めている研究内容

について、今後の展望・可能性も含めて報告および議論させていただ
きたい。
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